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【手続補正書】
【提出日】平成23年10月5日(2011.10.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のセル内でダウンリンクをブロードキャストする方法であって、
　各々がタイムスロットに割り当てられている通常のサブフレームとオプションのＭＢＳ
ＦＮサブフレームとを含む第１の物理構造により搬送される第１の基準信号をブロードキ
ャストするステップであって、１以上のタイムスロットはオプションで前記ダウンリンク
の伝送方向での前記割り当てに使用されず、前記第１の物理構造は、所定のＯＦＤＭシン
ボルにより搬送されかつ前記サブフレーム内の所定のサブキャリアにより搬送される基準
信号をさらに含む、ステップを含み、
　隣接セル内の第２の基準信号を搬送するための第２の物理構造を示す情報をブロードキ
ャストするステップをさらに含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記第２の物理構造を示す前記情報は、ダウンリンク伝送方向のタイムスロットの割り
当てに関連することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第２の物理構造を示す前記情報は、前記ＭＢＳＦＮサブフレームを搬送するタイム
スロットの割り当てに関連することを特徴とする請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第２の物理構造を示す前記情報は、移動端末による隣接セル測定の実行に使用され
ることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
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　前記第２の物理構造の前記情報は、隣接セル測定に何れのサブフレームを使用するかを
示す情報を含むことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記第２の物理構造の前記情報は、隣接セル測定に各サブフレームの何れのシンボルを
使用するかを示す情報を含むことを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項７】
　前記基準信号を搬送している前記シンボルは、サブキャリアの１以上の組および各サブ
フレーム内のシンボルのシーケンス内の所定の１以上の位置に割り当てられることを特徴
とする請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記隣接セル測定に使用される前記サブフレームは、全ての隣接セルによりダウンリン
ク伝送に使用されるサブフレームであることを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項９】
　各サブフレーム内の基準信号を搬送するための全ての隣接セルにより使用されるシンボ
ルのみが基準信号測定を目的として通知されることを特徴とする請求項６に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第２の物理構造は、サブフレーム分類により示されることを特徴とする請求項１に
記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１および第２の基準信号は、それらがブロードキャストされるセルに特有である
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　各々がタイムスロットに割り当てられている通常のサブフレームとオプションのＭＢＳ
ＦＮサブフレームとを含む第１の物理構造によって基準信号をブロードキャストするよう
に構成された送受信機であって、１以上のタイムスロットはオプションでダウンリンクの
伝送方向での前記割り当てに使用されず、前記第１の物理構造は、所定のＯＦＤＭシンボ
ルにより搬送される基準信号をさらに含み、前記所定のＯＦＤＭシンボルは、前記通常の
サブフレームと前記ＭＢＳＦＮサブフレームとで異なる、送受信機を含み、
　前記送受信機は、隣接セル内の第２の基準信号を搬送するための第２の物理構造を示す
情報をブロードキャストするようさらに構成されていることを特徴とする無線基地局。
【請求項１３】
　前記第２の物理構造を示す前記情報をダウンリンク伝送方向のタイムスロットの割り当
てに関連付けるよう制御するよう構成されたソフトウェアを有するコンピュータをさらに
含むことを特徴とする請求項１２に記載の無線基地局。
【請求項１４】
　前記第２の物理構造を示す前記情報を前記ＭＢＳＦＮサブフレームを搬送するタイムス
ロットの割り当てに関連付けるよう制御するよう構成されたソフトウェアを有するコンピ
ュータをさらに含むことを特徴とする請求項１２に記載の無線基地局。
【請求項１５】
　前記第２の物理構造上の情報を受信する外部ユニットに前記無線基地局を接続するのに
適しておりコンピュータに接続されたインタフェースを含むことを特徴とする請求項１２
に記載の無線基地局。
【請求項１６】
　第１の物理構造を有する基準信号を送信している第１のセルにキャンプしている端末に
適した方法であって、
　前記第１のセルに隣接するセルの第２の基準信号を搬送する第２の物理構造のブロード
キャスト表示を検出するステップ（９１）であって、前記表示はダウンリンク方向のサブ
フレームの割り当てに関連している、ステップと、
　前記検出された表示に従ってダウンリンクのサブフレーム内の前記第２の基準信号を測
定するステップ（９２）と、
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を含むことを特徴とする方法。
【請求項１７】
　前記検出された表示は、前記基準信号を搬送するＯＦＤＭシンボルにさらに関連してお
り、前記第２の基準信号の前記測定は、表示された前記ＯＦＤＭシンボルに対し実行され
ることを特徴とする請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　送受信機とコンピュータとを含み、
　前記コンピュータはソフトウェアを有し前記送受信機を介して、
　第１のセル内でブロードキャストされ、前記第１のセルに隣接するセルの基準信号を搬
送するためのダウンリンク方向のサブフレームの割り当てに関連している表示を検出し、
　前記検出された表示に従ってダウンリンクのサブフレーム内の第２の基準信号を測定す
る
よう動作可能であることを特徴とする移動端末。
【請求項１９】
　前記検出された表示は、前記基準信号を搬送するＯＦＤＭシンボルにさらに関連してお
り、前記第２の基準信号の前記測定は、表示された前記ＯＦＤＭシンボルに対し実行され
ることを特徴とする請求項１８に記載の移動端末。
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